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アンコールチュムプロジェクトについて 
2009 年 11 月スタディ・ツアー、近づく

スタディツアー案内第 2 号 

                  SUMH 理事長  青木勉 
スタディツアー担当 宮本圭 

 
 

 『天高く馬肥ゆる秋』となりましたが、会員の皆

様方におかれましては、いかがお過ごしでしょうか。 
 今年もスタディ・ツアーの時期がやってきました。

毎年、様々な職種・環境から参加を頂いています。

すでに医療職で活動されている方に限らず、精神保

健あるいは途上国の医療保健、あるいは開発に関心

のある方など本当にいろいろで、参加者個々で関心

も異なります。参加者の方に満足いただける、そし

て私たち SUMH も参加者の方々との交流・意見交換

などを通じて、プロジェクトの振り返りをし刷新に

つながる貴重な機会となる、充実したツアーにした

いと思っています。 

 SUMH は、2010 年 4 月より、カンボジアアンコ

ールチュム病院において、精神科診療を開始するこ

とに致しました。かねてより懸案であった、カンボ

ジアの絶対数が住む農村地域への支援に着手します。

メンタルヘルスセンターから車で約 2 時間の農村地

域で精神科診療を行うのです。 
 具体的には、これから現地と討論して詰めて行か

なければいけませんが、シェムリアップ州病院の精

神科医と看護師の協力を得て、精神科の外来診療を

行います。必要な向精神薬はハロペリドールやクロ

ルプロマジン、フェノバルビタール等 WHO が定め

た essential drug です。精神疾患は、基本的に慢性

的なものであり、精神科の国際協力も息の長い支援

が必要です。最短でも 5 年はこのプロジェクトを継

続して、プライマリヘルスケアの中に精神科医療を

根付くようにして行きたいと思っています。 

 今回のツアーは、環太平洋精神科医カンファレン

ス（仮訳、Pan-Pacific Region Conference of 
Psychiatrist, 以下 PRCP セミナー）参加とタイアッ

プしていることが大きな特徴で、途上国での精神保

健の課題と現状を知り、議論が行われます。当

SUMH の現地代表 Mr. Pisal も事例発表を予定して

いますので、その発表もご期待下さい。 
PRCP セミナーを含むツアーの日程表を後に載せ

ました。22 日に空港で集合した後は、夜の甘味屋台

へ。日本のあんみつのような甘味屋では懐かしく、

そして、日本人の想像を超えた新しい食材の組み合

わせ（昆布＆あんこ！も）をお楽しみください。 

 また、11 月には、カンボジアシェムリアップにお

いて、カンボジア初の精神科国際セミナーが開催さ

れます。SUMH は、このセミナーを後援しており、

同時期にスタディーツアーも行います。日本からも

会員が参加し、カンボジアはじめ環太平洋の精神医

療関係者と親睦を深める予定です。精神科国際保健

の輪が少しずつ広がって行くことを期待しています。 

そして、23 日から 24 日にかけては PRCP セミナ

ーへの参加です。セミナー前に予定されている村訪

問は、SUMH が大切にしている活動の一つですが、

セミナー時には訪問を思い出しながら聞いていただ

くと、途上国の保健課題が理解しやすいかもしれま

せん。訪問時は、観光だけでは見ることのできない

住民の生活を目にすることも。 

 これからも、会員の皆様の変わらぬ御支援を宜し

くお願い致します。 
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また、途上国の医療保健といえば忘れてはならな

いのが、伝統治療師の存在です。生薬処方を行う伝

統治療師から祈祷師・呪術医など、どれも村人の生

活に密着した存在で、住民が心身に不調を感じたり、

病気になった時の第一コンタクトになっています。

ツアーではこうした伝統治療師のなかの「クルーク

メール」の訪問を企画しました。参加者のみなさん、

相談事があったらカンボジアの伝統治療師の治療を

体験してみませんか？ 
 最後に、カンボジアの歴史・文化にも触れていた

だきます。初めに、「クメール伝統織物研究所 IKTT」
です。代表の森本氏は、タイ国境でカンボジア織物

のすばらしさを知り、廃れかけていたその伝統織物

の技術を残すため、シュムリアップに工場を作り、

技術を持った女性から寡婦などへ手から手へと技術

の伝承を行ってきました。全て自然の色・素材から

作りあげた作品のその素朴な風合いと、質の良さを

ご覧ください。お土産に最適です。 
最終日 25 日には、待ちに待った遺跡群を訪ねます。

アンコール・ワット遺跡群の朝日に始まり、アンコ

ール・トム、バイヨン、タプロムなどの目玉遺跡は

勿論のこと、カンボジアで最初の施療院だったとも

いわれるニャックポアンも必見です。 
 三泊四日のスタディ・ツアーでメニューは盛りだ

くさん。参加中は、脱水・熱中症予防がとても重要

です。一日 1.5L から２L 位のミネラルウォーターを

飲み、帽子に、薄手長袖を羽織って過ごされること

をお勧めいたします。暑いカンボジア・シュムリア

ップで体調を崩さずにこのツアーを無事に楽しんで

いただけますよう、心よりお待ちしています！ 
＊スタディ・ツアー中の宿泊先 

 Day Inn Ankor Resort  Tel: 760500～2 Fax: 
76053 URL: www.dayinnankor.com 
 ( 詳細は、「地球の歩き方 09’～10’ アンコールワッ

トとカンボディア」p.170 をご覧下さい。) 
（ ス タ デ ィ ・ ツ ア ー 担 当 ： 宮 本  圭 、

freedom_27kei@yahoo.co.jp ） 
 
次の案内では、参加者リストなどをお送りします。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ＳＵＭＨ Cambodia 

Actual Address;  

Mental Health Rehabilitation Center, 

in Siem Reap Provincial Hospital,  

Mundol Moi, Siem Reap, Cambodia 

Postal Address:  

P.O.Box 93102 G P O Siem Reap Angkor, Cambodia 
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日程表（10 月 1 日現在、7 月 7 日より一部変更あり） 
日時 内容 

11 月 
22 日（日）

20:00 頃 

 
シュムリアップ空港に参加者、集合：

SUMH スタッフが出迎え 
Day Inn Angkor Resort へチェックイ

ン 
夜のシュムリアップ旧市場を散策： 
甘味屋台など 

23 日（月）

06:30 
08:00 
 
11:00  
12:30 
14:00 
19:00 

 
朝食：旧市場内でクイティオ麺 
SUMH 現地スタッフの村の２ケース

の訪問ケアに同伴 
昼食：中華料理 
大正小学校でのセレモニーに参加 
州病院での PRCP セミナーに参加 
参加者と共にパーティー：（夕食を兼ね

る） 
＊オプションとして、希望者は海外か

らの参加者と会食もあり 
24 日（火）

06:30 
 
07:45 
13:00 
14:00 
 
16:00 
 
17:00 
 
 
19:00 

 
朝食：フランスパン・サンドイッチと

カンボジア・コーヒー 
PRCP セミナーに参加 
昼食：ベトナム土鍋 
伝統治療師クルークメール訪問：2 か

所予定 
州病院精神科外来、州病院内 SUMH デ

ィ・センター訪問 
クメール伝統織物研究所（Institute for 
Khmer Traditional Textiles; IKTT）、
訪問：代表・森本氏、案内 
旧市場周辺で買い物・散策 
夕食：カンボジア宮廷舞踊「アプサラダ

ンス」鑑賞と共に、バイキング料理 
25 日（水）

04:00 
 
06:00 
 
 
11:00 
 
13:00 
 
16:00 

 
アンコール・ワット遺跡内で日の出を

見る 
朝食：屋台料理 
遺跡群を訪ねる（１）：アンコール・ト

ム、バイヨン、タプロム遺跡など 
昼食：西洋料理、シャワーを浴びて昼

寝 
遺跡群を訪ねる（２）：プリヤカーン、

ニャックポアン遺跡など 
ホテルへ戻り、チェックアウト 
シュムリアップ空港へ移動、ツアー終

了 

http://www.dayinnankor.com/
mailto:freedom_27kei@yahoo.co.jp
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PRCP カンボジア精神保健専門家 

研修会 日程案内 

理事  手林佳正 

 

スタディツアーの一部として組み込まれている

PRCP 研修会日程をお知らせします。 

11 月 23 日

(月) 

12:30～ 

シュムリアップ市内の大正小学校で 

寄贈式 

14:00 ～

19:00 

（シュムリアップ州病院研修棟にて）

開会挨拶：青木理事長含む 

＜発表＞ 

・ 精神疾患患者の苦悩（シンポジウ

ム） 

・ カンボジアの CPA ガイドラインに

ついて（報告） 

・ 途上国の地域ケア（シンポ） 

・ 精神保健従事者の役割（シンポ） 

19:00 ～ 

20:00 

立食パーティー 

24 日(火) 

7:30 ～

11:00 

・ PRCP がカンボジアにこれから貢献

すること(シンポ) 

・ 事例報告(SUMH、Mr.Pisal 報告) 

 

カンボジア国内からの研修会参加は約４０名の予

定です。そして、発表予定は次の方々です。 

発表者 所属 

SAVUN 

Kim 

Minister of Health 

 

SOTHEARA 

Chhim 

TPO Executive Director 

 

PISAL 

Tey 

SUMH Cambodia Representative 

HASSIN 

HABIL 

University of Malaya 

 

KUA 

Ee Heaok 

National university of Singapore 

 

LEE 

Min-Soo 

Korea University College of Medicine

LEUNG 

Paul K. 

Psychiatry Department UHN 79 

LU 

Francis G. 

UC Davis 

 

NODA 

Fumitaka 

Taisho University 

 

GANESAN 

Soma 

The University of British Columbia 

 

HERRMAN 

Helen 

The University of Melbourne 

 

TASMAN 

Allan 

University of Louisville School of 

Medicine 

AKIYAMA 

Tsuyoshi 

Kanto Medical Centre 

 

TEBAYASHI 

Yoshimasa 

Nishi-Hachioji Psychotherapy Room

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 SUMH の会員として、また募金によって 

一緒に途上国の精神保健を支えてください。 

【年会費】一般 10,000 円 賛助・学生 5,000 円 

【会費・募金の振込先】 

銀行振り込みの場合 

銀行名;千葉興業銀行 旭支店 

口座名;途上国の精神保健を支えるネットワーク 

理事 青木 勉 

口座番号；普通 1031181 

 

郵便振替の場合 

加入者名；途上国の精神保健を支えるネットワー

     ク 

口座番号；00170-2-535294 

郵便振替は振替用紙に、住所・氏名・Tel & Fax・E-mail・

会費と募金のいずれか・SUMH へ一言を明記の上、お

振り込み下さい。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ＳＵＭＨ日本事務局 
〒130-0013 東京都墨田区錦糸２－６－１０エクセル錦糸

ビル B1 

TEL ０３−３８１２−０７３６     
HP;    http://sumh.hp.infoseek.co.jp/ 
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編集後記 

ニュースレター3１号は、2 ヵ月後に行うスタディ

ツアーの 2 号案内を中心にすることになりました。

ひさびさの開催で、準備に当たる現地スタッフから

もこまごまと確認がきています。やる気十分！ 
アンコールチュム・プロジェクトの順調な船出を

期待して。（Y.T.） 


